
路地裏式音階を覚える
音感エクササイズ E001

♯(シャープ)や♭(フラット)の付いた音に名前を付けた路地裏式音階を覚えて、コ

ード(和音)の構造や仕組みを理解できるようになろう。

地味で面倒なエクササイズかもしれませんが…

いつかギターで作曲や編曲をするときのために

ここで紹介する音楽理論を中心とした音感エクササイズ

は“ソルフェージュ”などと呼ばれる地味で面倒なトレー

ニングです。

初心者の頃の私は、その価値を理解できなかったことも

あって、こうした基礎訓練を避けて通ろうとしてしまいが

ちでした。しかしながら、ギターで作曲や編曲をしてみた

くなった時、コードの構造や仕組みを理解できていないと、

メロディに付けるコードの引き出しが少なくなり、作曲や

編曲の幅が狭くなってしまうことに気づいたのです。

路地裏式音階は、そんな初級者から中級者に昇進しよう

とするときに必須の基礎知識ですので、備えあれば憂いな

しと思って、初めから地道に取り組んでおきましょう。

▌路地裏式音階を歌ってみよう

【 あとは何度も歌って覚えるだけ 】

路地裏式音階の法則とその例外法則を理解したら、あとは何度も歌って覚えるだけです。最初はな

かなか覚えられなくても、そのうち自然に口をついて出てくるようになりますので、気長にトレーニン

グしていきましょう。
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▌ 英語表記に慣れよう

【 英語表記と音名が頭の中で結びつくまでやろう 】

ポピュラー音楽やジャズで表記されるコードは、英語の「ABCDEFG」の七音で表記してあるのが一

般的です。そのため、英語表記と音名が頭の中で結びついていることがコードを攻略する第一歩となり

ます。

英語表記はアルファベット順の「ABCDEFG」の七文字がもとになっており、それぞれ「ﾗﾃｨﾄﾞﾚﾐﾌｧｿ」

の七音の音階に対応することを知っておきましょう。

路地裏式音階を歌いながら、英語のアルファベット表記が頭に浮かぶようになったら、このエクサ

サイズは卒業です。

Comment


